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将済社会主守I事会の任務と十むとこ円であるが，この分野 International MりnetaryFund 

での活動は経済社会理事会のみによりて行なわれるわけ 11. 同際復興開発銀行（IBRD)

ではなし経済？士会理事会を通じて国連と：主携す之、JSの International Bank for Reconstruction :md 

政府問機関（き l)；ιそれぞれ分担される。 ιοほか経済社 Development 

合理事会は特別な協議的地位を国際的民間団体（Non 12. 国際金融公社（IFC)

Gnvernrn~ntal r,r日anizati.,ns）に与；とることにより、と International Financeぐのrporation

れらと協議的な関係を有している。間連と連携関係にあ 13. 国際開発協会（IDA)

そl政府rm機関は F司際設 f1111立のけ各を ITrる法人であ T nternational ］）げelopmcntAssociation 

りて，それぞれ，総会，甥事会，事務局，またはとれに 14. 同際原子力機関（IAEA)

1引当す芯内部機f,ll"c有しエれぞれれ築工？正 ）JO盟開を干f International Atomic Energy Agency 

し，独自の意志決定にともない．独自の予算を有十る。 15. ！遇税貿弘一般協乞（Gfl.TT)

同連フ rそリ－ (The United Nations family of orgrm- General Agre日menton Tariff and Trade 

izcitions・，という己繋がf,l_;i，れるが これは間違と：－,U努 同述とこれ「Jの政府問機関は協がjによ J ヲ ζ結ばれてい

機関とを含む総体をさすものである（住人 るのみならず，政府問機関相互間においても連携のf掛り

15の政／.「問機伴！のうち、 1:1は国連活章第；，7条lコ、九専 が結いjしている この工りに経済社会面での国際協カを

F号機関であり，残りの 2機関のうち，国際原ネカ機関は 推進するのに，集権方式によら子分権方式をとっている

杓雑なすそ立時の所得から｝立門機関にはな，.f仁川っ止が． のは？ト険閣の機能を重悦L, I寝られた分目！？におりる科学

ほとんど専門機関問様のものであり， GATTは設立の 的合理性の追求が，国家主ー権への執着，政治的手lj守の考

決議を九三まま了！日」足立にた てL、之〉「LI際空T汚機関「）fl：ゎ 意を比較的排除しやすくする手I］点をねらったものであ

りとしし一般間引貿易：／r；むを専力機関iこが：ずるt＇~＼、去 る。 Lかしなが「Jとれに上ってラ権限や活動の霊花・鼓

しているものである。 15の政府問機関を列挙十hl:f次の 合，あるいは逆に競合分野での活動の空白などが生ずる

ことく？ふるc おそわがある。玄た集権す；？式の長所とされる人員・経費

1. 国際労働機関（！LO) の節約，仕事の優先順位にしたがう合理的な予算の配分，

1 nternational Lβ1><,ur Or山口1ization j境問符j♂九潟整t;i:・の点l士、分権方式では短了）？としケふら

2. 食糧農業機関（FAO) われる。

Fn刷 la川 AgriculturalOrganiz’ttion これがための権方式においては，各機関の活動に関す

3' !ft界保健伐閣（WllO) る認移敗能と税法とを必要とする！国連7ァミリ一同に

World Health Or日anization おける調整の中心となるべきものは，もちろん国連自体

4. [I]連教Wfl学文化決構（l'-.:ESCC川 であるc すな士〉亡ハ総fずの調整機能として滋章に況だす

United Nations Educational, Scient日cand るところによれば，総会は専問機関の政策および活動を

（、ultur:11Organi7:ition お整するために勧告し（限条〉，その行政的予算（aclmin-

5. 国際電気通信連合 (ITU) istrative hudjet）を検査し，これについて勧告する権限

J ntematinnal Tel山、ommunicationUnion を有1でいる（17条〕。つぎに経済社会理事会は，専門機

6. 万国郵1史連合（¥JI’U) 間との!it，議お］：｛）＇これ仁対する約行によ－：，て，また総会

Universal Postal Union および国際連合加盟国に対する協議によって，専門機関

7. ill界気全核関（W'.¥10) の活動を務整L(6:l条2項に専門機関から定期報作た得

World Meteorological Urgani日 tion るため適当な措置をとり，これに関する意見を総会に通

8. 政府間iiri事協議波間（IMUl) 認することができる（64~長〉。国連憲章は以上のよろに，

Inter-Governmen凶 MaritimeConsultative 総会には討議の場としての，経済社会理事会には執行機

Organization 関としての，それぞれの調整機能を付与しているが、経

9. d際民間前空機円l!lCAo, 済社会flt事会はその任彩の日常l'ii:J進行のためには、 1£！連

International Civil Aviation Organization ファミリー各機関のスタップの援助を必要とすることを

10. 吋際通貨芯金（IJ¥lF) 認めて．淫済担会理事会の補助機関として，行政調整委
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員会を設け，ここに国連事務総長を議長，各政府問機関

の事務松長全委員としてll!z:¥z：－、事務局お午：Fi千スタッ

プ間の；釦九！？仁dを促進するR't:1/iとしたコ行政は信委員会

には以上，／）;l，小、国連内，：,n I' I i台機関に)J¥::lえし／・.UN-

OP, UNCTAD, UNIDO，および，比較的臼治性の強し、

UχCF, WFP, UNRWγA, UNITR、U:¥'HCRなどの

スタッフJ, ~· I, IしてL、ζy Feぺ＼FE, EC！.仁 ECA,

ECEなヒ lハ生江主機関が， :・;t'¥,[','.j整委員会（＇） : : ミーに

加わっていないのは， これらの機関はまだ油然／二る国連

内部機関にとどまっており，本内治機関にも，準自治機

関にも成長していなし、と句会えられているからヤあろう。

経済社会＇ i：’F~＇六調整機1it":1ttすためフ i'l''li二＇c')補助

機関とし二仁文調整委；1，；：，をぷけているtzに工！？司総

会i土格別の補助機関を特設していないr 段、会内部の常I'支

委員会として、行政予算問題諮問委民会がめるが、これ

は現在の＇＂で 7， 、国連内／；j;.>1·~1恨のみに1.sf1Jf,'l'下を i浸っ

ており， IE[i;e' rミリ－'ifl，、 ，｝）＂＇／，＼ 整までにi.i: r;上メでい

ない3こ，＇'. Jノ／，効分野をi,t，~·ーァ，ミ 1） ー全·j ；，，’ l,,f/,!'l存にま

で広げようとする¥i)Jきもあるようであるが， ＼、まだ実現

していない。

（注 l' U、、－fIHJ 機関 1 [ n l<:r一日，vernmental，日以，miza-

tions) ' －戸 ' －・一) l, '.fl if(i ,・: _:_ lJ, L、q 土 t'

軟な規刊こ，，Jllllilf11 IHJ C ）ぷじな対校ぞき i, ,; μをも

たらすとめ， YJ i"l：ご t般にi主反しな l、かぎ il，解釈に

よって湾首されうことが多いの！宮市に定め t:Tザド＇I機関

以外J ,·,:fl ＇＇.＞＇，：~，期が必ど：じ｝て守するパー，t もあ

’＇；， 0 

(ii 2) Lは迎フアミりー（The l_; nited Nation日

family of organizati口ns）と1ぜ、う r, Jo，主 I11池沼政ピニルt 

l:Hてこれ 1、 l 、jコlよ！｛t出

議があ， i, ' Iξはない，J ,!j i現主liL;: : 

関くら ,, ＇（，に｛史； IJマ l' ' CC O 

日 統計活動に関する調倦

1. 濁差問惑の経返

'J，空機

国連ブ γLリー各機関山！千c,,1./i穆jが議ん二／（ ／， につれ

て，重複競合する分野が出てくることは経済社会分野に

おける国際協力を分権方式によることにしたことからの

当然の帰村て｛札る。国連フ γC::I）ーの統計機院が主権国

家の圏内lこ才；ける統計制立の！＋｝ ｛＼＇と同様に、分散形態を

とるか，集中1[;1患をとる方、と L、う議論は当然わりうるこ

とで， 1次統計の編纂をみずから行なうことのなャ国連

ファミリー各機関においては，集中形態の採用は可能で

もあり，かっ効皐的であるようにも考えられる。しかし

明夫：こは統計をt汽ムずる専問機関を事i立をすることにでも

な乙〉ないかぎり‘年，;c1形態の採用lt問題にならない。し

たが〉て国連つ γ ミIfーの場合ι多くの主権国家内の統

計機構と同様，分散形態を存続しつつ，各統計機関問の

調繋を：図ると 1‘、うことに帰普する。

1j)l[7，ミリーi1, :'i＼における， この工うな調整問題は

:h!L,I 〉れ国連機！＇，！， Iに11'1:接l二関係しりt工，，、tのにとっては，

見無縁のことのようにもみえる。しかし開発途上国の

統計のもっとも一般的な統計発艇の促進者であり．かつ

も とも汎用的た 2次加工統計の作成者であると土ろの

［可児および専門機関がバラパラの態度であっては同之、の

で h －，て，特l二件ぽ1/iJ~ ，＋の基準 ，nrt：立におし、ては イづ〉

に各穏統計問の有機的関係が考慮ぜられるべきことはい

う支でもない。また立場を変えて，統計原資料の提供管

と）どの加盟吾！ぴ） 1 i. iの立場から cj./ti L統計資料の逗

今占どとし、う詰！日ちがある。 L、ずれに Lても，国連7γ ミ

!/ ;/Jltl)における涜！日活動の調整問題i土，はしがき；ニ述

べだアジア経済研究所の当面する問題を別としても，わ

が同グ）統計活動全体の立場からも見すごすことのできな

、；， J）となりつJ 丸わるふとは確かでJ，る。

n1：のような！日rnrr：しいまさ ιp感Jf1・，れたもの Pはな

く‘すでに国連ファミリーが連携協約によって形づくら

れつつあった当初のころ，すでに用心深い初期の国際機

関（jl];i聖者たちに明僚に意識されていた，すなわち各協約

はほとんど例外なく iカ条を寄J＇.、て統計活動 iこ凋！？誠

恨のわ二なわれる d、きことを定め口、る方、らである

しかし，これはあくまで大筋として，精神論としてう

たづているだけであり，具体的な施策は，こうした枠の

1¥1--c：， しかるへき子f交をふんで；'ft,!H＇：＇れなければなら

tc-、 こうした1Uがi',J施策に関Lてぷ初に問題をとり上

けにのほ，国連経済社会理事会の下部機構である統計委

員会であ－：，たコしかし前節でみたように国連ファミリー

内部の調整は，総会，経済社会理事会がファミリー内各

機快jtの連携協約の範囲内におL、ご，これに任ずるもの

それらの，－－部機構は‘ hli},J，~繋委員会のように

特；こ調整権限を移譲されたものでなL、かぎり，直接に調

整の任に主たることはできなし、。したがって統計委員会

が終i汁活動の調整問題をとりあげたがれといって，急速

な＇J(l¥ilを見せなかノよこのは当然巳ある。以下，調整問題

山j住Ip＇.を統計委 Hネグ）動きを中心にしておってみよう。

ますと今これを簡単に年表の形にまとめてみると次のごと

くである。
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Lに‘、どJ・！）；しこうし，こ背－；大をふ主えぐいるかλーである。



1969040137.TIF

－－－－－－一一一－－・一一一一一一一一一一一一一一一～－－－…－‘一一一一現地報告，～ーザ『

お14[1日｜妻員会は統計の調整に！唱し‘任；存i'L会王牢

ぷi；〔雪ミを次のように作成し‘ こZLをェ111Jf ；＿＇：；こ勧告するこ

とを決議している〈なおこゴコ次議案は第t:>.i司経済社会理

事会で民択されたε）。

統計の調整に関する経済社会理事会決議草案

経済社会理事会は，行政調護委員会の下部機構とし

て，統計活動小委員会を設置しようとし寸提案を記録

し、 ,,If問機関はそれぞれ乃織能にrμトァロ統計分野iこも

. ,f c，たずさわるという n苅rJを考慮し‘ itそ界統計基準

:t、その基準の適用され乙分肝以外（f)；｝聖子にも関連す

ること司し之がって， -Jit叫l{;jl：を ibζ）γる吉fHこ，統計

f;s司会において（統計技勺「ι［・＿（｝）JI!' 1 I 1、および国際的．

国内的な経済社会分析に広く利用されるために）検討

されることが望ましいことを認め，事f持総長に次のこ

とを嬰請する。

事務総長i土専門機関と協議して，ここに提案された

統計活動小委員会および第15回統計委員会の検討資料

こLご，世界基準を必要とするtic.,iゴ川1で，相互に関

圭がある重要な分野に関ずる ~ii作 ユよびその分野に

お，7る統計基準案が世界主U11，として， '.t，三される前iこ統

J委l:i.会が，これにつし、ご険；i主主）J；立しうるような実

阪的方法に！現ずる報告士1い氏す叫斗 2o 

このあと， $43回行政調整委員会は，統計l舌動小委員

会の恒常的設置を決定し，ひきつづき 3カ月後に第 l回

統計活動小委員会が開催された。この小委員会の報告は

ゐ14日行政調整委員会に淀川 :s4し検えが行なわれた。

小委江尖の報告は，現下；：）沈ih，刊りにくjけるあらゆる問

題全 11_；拍にとりあつかっくL、るが町，Ti_＇｝，；：：令な点は，第 12回

統!Iit'bl会の要望以来，合比山］・長';14:Glこつづいて提出

されごし、る国連ファミリー各機関のがふ1hr'；動総合長期計

画について，ならびに第14回統計委員会がまとめて第42

回経済社会理事会が採択した世界基準に関する Co-orcli-

nationの決議についてのごつである。前者lこっ1ρてみる

と総合長期計画については，今後これを白書化する一ー

すなわち名称を“Integratedfi可 y,;arprogram of in-

ternational statistics ”Jからいlntegr山 y]statement of 

international statistics prog,-am‘ ；ニ交える一一一ように

/t1J九一「るとともに， このとう t,:i'T，守作式、"1程において統

,;i c'Hf(tjが自覚され，そのことがまJニLり－ordinationに

役立つものと考える旨を述べている。後音につし、てみる

と，世界基準に関する経済社会理事会の決議にかんがみ，

統dl /l;iP1J ,J、委，ft会はみずから調達統；ii －覧表をit'目立した

ことを述べ‘さらに統計活動小委日会としては，世界統

計弘司E定［土i1,,Hのために統計委員会に送i寸主るべきだと

考えると，吾妻な意見を述べてャる。このほかノト委員会

報告は，アジア，アフリカに統計訓練機関を設けること

の鷺主要性，電子計算機の普及にともなう技術協力の重要

性などについて述べているが当面の問題に関係がないの

で省略する。

2. 最近の動き

以上のような背景のもとに，昨年2月，第15[ri]統計委

lt会が問かれた。

統：十目的の調整問題は，行政調挟1さは会統ih/i動小委

n，；；；報告をめくり，特にその国際統μ！活動計画の調整を

どう推進するかに焦点がおかれた。第15回統計委員会は

これについて“International¥Vork Program and Co-

ordin日tion”の標題で経済社会理事会が次のような決議

草策を採択するよう要求する旨の決議を行なっているc

I k＼ド~~統， h,f;動計画および調整：に関する終i計士会

内l・j；会次議草案

はお守H会内事会は，国連お上こIi,,t?pt］陀！古川統計活動

出、ろい還に関する統計委員会の汁訴をさ去す号どし，多

くの閑において，経済社会面における政策，行政，発

；廷などの要請にこたえ，統計の総合調整，体系化が進

行中であり，これに対応して，国際機関においても，

｜司様な進歩が要請されていることを認識し，統計に関

する悶際機関の作業が，各国政府の統計官庁におい

広範な使用目的のために期待されていろことを強

苅し行自民経済が，国際的宇iI EfKtr: n関係にあるこ

と このため世界経済の中で、各月の占める!tr泣を示す

よろなほ際統計体系が求められてL、ることを i'I覚し，

[YE主Jr務総長に対して，認立のミとを要請する。

［翠連事務総長は，専門機関の事務局長と協同して

(a）各国際機関の現行計画より，さらに長期の計

簡を足場として，先進国および後進国の統計の

効率化，ならびにその国際レベルにおける利用

J）促准を呂的として， E子禄<J）手段空三議すeべく努

力「ること。

t,[li¥j主および専門機関の；千代友i間の協議を準備

し、がつ総合計画作成のi!H苧状況、ならびにい

まだi均整されていない最大の分肝における必要

な調整の確保に関して，次回（第16回〉統計委

員会討議草案起草作業グループの設置に先だヮ
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て がし， I委員会議l三お kぴ2名の：;t；.：七 iJなる かが注目される、持に統計の体系化につv、ては，レかな

作業ダノLーフ。を準備するιと3 るtl:Ji尊原理によっ℃心れを具体化するつもりか．第15回

(2) 国連事務総長に対して，さらに次のことを要請す 統計袋員会報告書撃には， 「多くの聞において，総合体系

る。 のもとに統計データの整合が進められている。同様な進

i kjJ主＇lι湾総長は，以［二に関する経i凸乞，;i111ti蒜整 尽力三ぽ際レベルi二to・，、ごも行なわる J斗きであるじこ述べ

)JfL: I I）を通じと淫済社会理ヲJ:二：に原告す ごL、与が，総合／4:,f,＇、comprehens日esystem）とは呉［q; 
ること。 的にどのようなものを指すのか，などが明らかにされる

(3) 計閣調終委員会に対して次のことを望普請する。 ことが期待される。

で11:1(':f'情委員会は［；記fl；の（b）に示三れた協議の (ii: 1) 5十日む；j司主主委員会i土経1前！会理事会のiて部経

j古来ぞ1え討し，統，,li会以会が，統計t市計つ認整 絞 7あるメンfーは経済社会理事会で選挙され，任期

に問 二将来L、I,¥tこるJ官業をfft;－／、きかを は:3年である。 t見在の委員；土下記のとおり 0 1969年12

検討ナること。 fl 31日で任期が切れるコ

上記の決議草案は経済社会理事会で採択されたが，こ

のなかに＇lY，λれた次のごつt円会廷の開mu土，j,.:fi ;: Jl 10日

から25日空 C, ュネーフマiifけ〉れる予'ii；こt;＇＇てい

る。二つの会議のE式名称l土 Jointconsultations bet-

ween representative of the United Nations and Spe-

cial AgenciesとAworkin日 group consisting of the 

chairman川，dtwo addition a I nwmb母rsof tbe Statis-

tical Commi"innであるn 二n1,1,j者は;1主1;して1fなわ

れる。

これらの作業グループにおいては，統計活動の拘禁の

必要を強引十；＿：，,_'cj連側と，それに反対はしたL寸入調整

法現在でも十分に行なわれて、、ると主張する匂l"J微調叙I]

との聞に， JHV1'1にはど（／） 仁うた長協が行，＇＼；／，れるもの

:if 誤

γyレジエリア フィリピン

ノラシ 1レ ＇しーマニア

りメルー〉
、，

i室

カ十 づ「 英 国

ヱtクアドFレ タンザニ7

プランス 米 国

ガーナ ヘネズエラ

( ン jご y：キスタン

以上：16メンパーのほか投票権のない 5メンパーが加わ

るつこれは総会議長の指名によるもので，総会の仕事：

士山すると同ドきにi江川調整委員会にもH＼席する。

（ω？？調査員）

一一－ 1，： ニューヨ－ fl 一一一
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言呉 正

87ペーごた4行 ？？ 落 曳 業 経 暗7子τ 

90ぺ－－ 1,-c_ li行 ';'~ 'K生産力の 会作物生産の実態乞

92ページ左30行 新しい労働 将しい労働力

96ページ右31行 ｛広 U、 高 く な U、
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